










Brentano’s lecture on “Phantasie”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　In the previous issue（Vol. 133）the attractive figure of Franz Brentano（1838-1917） 
was ascertained as a teacher of both Alois Riegl（1858-1905）and Edmund Husserl
（1859-1938）. Husserl was especially fascinated with a lecture which contained 
penetrating investigation of “Phantasie”. Surely the content of this lecture is very 
interesting.
　From a viewpoint of aesthetics, furthermore, the problem of “Phantasie” or 
imagination is seriously important. So, as before, in order not to miss any detail I have 
translated the whole of the lecture into Japanese here.
　The original text is as follows:
Franz Brentano, Ausgewählte Fragen aus Psychologie und Ästhetik. in:




















































































































































































































































































象は愛すべきもの、価値 劣る表象より好むべきも 、 認識する。これは再三再四だれもが内的意識で体験できること、つまり明証 断言してよいことである。　
ブレンターノによれば、われわれの心的生活を豊かにするのに価値あるのは、根本的には表象のことごとくであ
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に向けては幾重にも身体が支点 提供する。こうし ここで心理学 生理学とは精神物理的（
psychophysisch ）研究
















































































































































































































































insicht in die M
ethode ）こそは評価の相違が帰せられるところで













 α ¸ν´ μελοποιι´
 αν
ου ¸χ
















































paigne, 1602-1674 ］ やレノルズ ［
Sir Joshua R











































































 e u e s ）が成立する。芸術作品を追体験する者が理解を以て芸術作品を受取り、これを楽しむ



















































ばあいもあれば有害となるばあいもあろう。 （例えばゲーテは、自分 学問 研究やヴァイマルにおける枢密顧問官としての活動のがわから出てくる、お れの文 的作業への悪影響を見た。 ）だがなお別なる種類の活動、しかも期待するところは正反対にあったような活動が同じく多大な損傷を与えかねない。さきほど、あ 芸術家がほの巨匠の作品に沈潜して浄化され、当 巨匠と等質の身になる可能性、あるいは少くとも他人の天才性から何か自身 何かに寄与する可能性について述べ 。けれども反対のことも起り得る。例えば、ことに他人の作の美しさ
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に心を奪われて自分とは全く別なる天才や様式の作品に沈潜することが、最悪の結果となりかねないのである。これは全く異なる領域の例を取出して比較すれば、尤もなことと見え かもしれない。相似ずとも美しい二人の結婚から生れる子たちは美しいこ でもあろう。だがこのことは、両親が相似て美 いばあいほどには確 で 。生れつきであって確実に働く幸せな性向と、 この性向の人が心をひらいて仰ぐ別なる天才からの全く別なる影響とは、いわば混成し、ここから出て る は、この混成（
M
ischung ）の所産である。この所産は、ルネサンスに例があっ




















































er Stil in den technischen und tektonischen K
ünsten oder praktische Ä



























































































































































































































inführung in die 
P





















äuschungen. in: Zeitschrift für 
Psychologie, B
and 152 （




erspektive in psychologischer B























どこか美学以外の極く限られた学科内に場所を創ってやり、この新たな学科に新たな名称までも探してやらなくてはならないとしても、だからとてその め 、美学の本質からして美学を変えてはなるまい。美学にはすでに美学の課題が立てられていて ここで伝統から逸れようと望むのは是認できないことであろう。美学は しいものを知る学問であり、美しいものの概念を説き、美しいものの普遍的な性質および種類 説かなくては らない。そ さい美学は、何らかの実践的目的を好しとして 等質的で、お ずから親縁的、それゆえ理論的関心のもとでも纏まる諸真理の圏外へと出ることはな 。美 はほかの諸々の学問を相手に鋭く自身の境界を設けて、諸他学問 何ひとつ共有せず、諸他学問から何ひとつ借用せず、ひとりだけ 自足している。　
一一、この異論には以下のごとく回答できる。一学科の伝統的課題が重要な真の課題であったばあいに、これと
の関係を絶つこ は是認できないの 当然である。だが伝統を棄 との非難は私には当らず、 非難 値する は、美学を本来の性格から遠ざけた人々 学を理論的学問に仕立 ようと望んだ人々である。　
哲学史を覗いて遡れば、少くとも美学 一篇と呼ん よい最初の論文はアリストテレスの『詩学』 る。これ









































































られる歴史的課題はまことに深く普通人の意識に滲みわた いるので、当の課題を追うつもりなど全然ないと美学がいくら保証しようとも、この保証は気にせず、不毛であれば人々は以前と同じく美学を非難する。まさしく、実践的活用をことごとく断念すれば論理学 非難されるであろうし、もちろん非難されてもいること と同様である。なればこそ、新規なことをや との非難はわれわれにでなく相手がわに返される。　
だが、これより重要なことに答えておきたい。というのも伝統への違反は許せるどころか、改良を伴うならば伝


















































Schönheit an sich ）の概念も真理そのもの（
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こうしたことの源を、あまりにも元素的で これだけでは意義なく性格も定かならぬ長所と ての快適さ、例えば長方形の気持よさ ごとき長所へと還 することなど全く実行不可能と思える。というのも長所は必ずしもすべて他の 所と結ばれて好い結果となるわけでないからである。それだけ見る 長過ぎて快感に乏しい長方形に ても然るべき（より大きな全体図内での）線引きには一層旨く合い、反対に、黄金分割に当るし孤立させれば好もしい長方形の方が、そこでは無表情に終るかもしれないのである。　
こうして私には、どれが最も美しい色か、いやむしろ最も心地よい色かとか、どれが最も心地よい音間隔か、な
































































































































































Ⅱ . Philosophische Bibliothek B
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pfinden ） 」は、 ゼムパー
が「芸術解剖的研究（
kunstanatom
ische Studie ） 」より良いのだから人々のあいだでまたも目覚めるように、と願った
ものだが、 批評とは別なるものである。 「これは りわけ美しい















には、詩人が善悪に いての貢献を果すことは求められもしない。 だ、高貴なるものが没落するときでも芸術家の心がこの没落は高貴なのか下劣なのかと感じ取っていて、このことを作品内で目に見えるようにしなければならないだけである。これが成れば正しい趣味は芸術家に共感を覚えつつ、同じ見地で作品を認め こと なろう（
例































































































































































































































































































 ちなみに、しばしばこ 道でフェヒナーも先を進めている。美学の法則は生理学や精神物理学の法則性に従属させるべきだ、 する見方をフェヒナーはきっぱりと斥ける。
　
二二─



















教育によって完成され よ 趣味にとって 最も重要な性向と は以下のものが挙げられる──
　　　　　
一、
 よいものを愛好し、よりよいものを優先する高貴（
edel ）なる普遍的素質。
　　
二、低次の感情を高貴なる高次の感情の下位に置く働き。
　　
三、
 感情反射、すなわち共感覚と結ばれる感情へと向う性向（
本能を鈍麻させることもよい趣味にとっての前提であ
る、とする見方は斥けなくてはならない
） 。
　　　　
四、想像力（
P
hantasie ）の連想力と生気
　
記憶の良さ
　
注意深さ
　
抽象能力。
　　
五、獲得せる経験という資源。
　
二九、
 美学にとっての意義が最も大きいのは心理学に属する想像力論である。
　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［未了］
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